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え ん 罪    

ＪＲ浦和電車区事件公正・公平な裁判を求める署名 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 署名提出後の司法記者クラブでの記者会見 

左から十勝花子氏・後藤弁護士・飯沼事務局長・水嶋弁護士・美世志会 山田氏

← 受理印が押された署名の束 

▲ 段ボール20箱に

ＪＲ浦和電車

から取り組んだ

平な裁判を求め

14時、東京地裁

署名用紙は段

ると「俺たち

正・公平な裁判

後藤昌次郎弁

直接審理主義と

中で、街頭など

をおろそかにし

う訴えに、受け

えることを約束

２月21日の

います。ＪＲ総

に感謝するとと

圧にも揺るぎな
むくなみよしのむざい 

入った署名用紙は組合員の努力の結晶だ 

区事件を支援する会は、昨年９月

「ＪＲ浦和電車区事件の公正・公

る署名」およそ69万筆を２月６日

に提出しました。 

ボール20箱に入れられ、積み上げ

の仲間を再び電車の運転士に！公

を求める」という文字を描きます。

護士からの「裁判官も全て変わり

口頭弁論主義が満たされていない

で取り組んだ69万筆の膨大な署名

ないで公正・公平な裁判を」とい

取った訟廷官は、必ず裁判長に伝

しました。 

第56回公判では論告求刑を控えて

連はこれまでの組合員からの支援

もに、今後も総団結でさらなる弾

い組織づくりを訴えます！ 


